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第17回友の会見学ツアー
ン,く う|・

御厨地地方の報庶群像の称を訪ねる

天保4年11833から始ま った凶作は 全国的な大飢饉となり人々は大

変困窮しました,特 に天保7 8年 は深刻なものでしたが 小田原藩も

例タトではありませんでした。藩主大久保忠莫に桜町から呼び戻された二

宮尊徳は お米蔵を開けさせ お手元金千両を撮かり早速巡回 救急対

策に当たりました。 二宮尊徳全集|に は次の様な記述があります.「

即日出立登り筋へ懸り 宮ノ下村藤屋勘右衛門方へ止宿致し 同4日仙

石原通り御厨へ罷越tン 御殿場曰野屋惣兵衛方宿致し 惣村数78カ村

極難 中難 無難と三段に仕分け、夫食貸付 押育取計 り 夫よ

り組合lJ々軒別廻村致し 4月 24日藤曲村より世附村 Jと 。

飢えから救われた人々は感激し その後報徳心の湧発によって報

徳仕法を懇願し 指導を受けましたが 熱心で優れたリーダーのい

た村は成果も挙がりました。今回は この地方の報徳 リーダー達の

跡を訪ねてみました。



定亥18:15 小田原駅西□を出発 城山 トンネルを抜け 1号 国道を箱根に向かいました。途中湯本では福

住正兄の高翠楼 塔ノ沢では早野Jり＼の弟喜平治の福住 ―の湯と尊徳翻 1染みの旅館前を過ぎ 日に染み

る様な新緑の箱根路を早川の渓谷沿t こヽ登って宮ノ下富士屋ホテル前までは30分もかかllませんでした。こ

のホテルは かつて「藤屋勘も衛P3Jの旅館があり 尊徳も宿泊したことはあまり知られてはいないようです。

ここでバスは 1号 国道と別れ 国道138号に入りました,そ して 尊徳回村の順路に従 フてltt石原を通り

御殿場に下りました。以下見学‖瓢こ報告いたします。

御殿場愛郷報徳社コミニティーセンター 見し 資料やお土産まで頂いてしまいました。

伊倉社長 田代総ヽおI

人にmえ られ 用意された

資料とお茶を頂き ご,実拶

や当社の

'舌

動概況などを伺

,てから肺設見学1外の施

設は雨のため窓から, 一

同その充実ぶりに,望 の感

を ltlきながらtジ,く り見

学 最後に 体育館で記念

撮事,表 紙写真lt′ 次の見

学ItへⅢかいま|ンた

三井内蔵助家

天保 7年 二子

村は多くの餓死

者 が出 ました。

組頭内蔵助は小

林平兵衛に10談

|ン 報徳こそIj

を救 うと考え

自ら質素倹ilを実践 人々の心田開発を推すめま

tンた●そして た0た ζメ尊徳を訪ね教えを受け

よい村づくりはよい家庭から と考ス女子教育に

力を注ざました。「おさんの寝言Jは その一例です

が 同家では 「報御 日「おさんの寝言Jの 版木や

他の資料を拝見しながら 当主―郎氏のお話など

l・lがい 内蔵助が 尊徳の死を悼んで建立1ンた

「二宮先生詠J歌 碑なども見学しました.

□ ■

小林平兵衛家

天保の飢饉に

際して 尊徳か

ら受けた恩徳に

強く感激tンた電

新田村組頭の平

兵街は 心学だ

けで人々の困窮

は救えないと考え 尊徳の教えを受け 率先して

報徳金を推譲したり 人々に教えを伝え 地域の

報徳仕法推進のリーダーとして大変貢献しました。

向家では 一同座敷に 卜が つて 「報徳ヨlJ掛軸

をはじめ沢山の史44を奥様のお話を伺いながら拝

相続講碑(天工神社)

小林家からli近い国道246の

西側の神社1員内に明治46年に

建てられた いわば平兵 ilの

顕彰碑ともいえるもの。彼は

同志18人で相続講を設立 毎

日草軽を絢った代金か 48文

を積み立てて飢饉に偽えたの

でした。



昼 食

結婚式場もあ

る洒落た名鉄菜

館で中華料理に

舌鼓を打ちなが

ら おしゃベリ

で楽しい一時を

過ご[ンまtンた●

昭和10年に現在地に移されました。

秩父宮記念公園1御別邸跡|

昭10天皇の直宮で スホーツ

の富様とU平ばれた殿下は 特に

登山がお

'子

さた ,たので 当待]

殿場にもよくお出になりこよな

く愛され 昭禾016年からの10年

間は当御別邸で過ごされ まし

た.口,Fの 没径 ご遺言によ ,

て先般下はそ ,くり当市にご寄

日Jさオ1=[′た

その, 幡ヽ様の前を流れ

る 「藤曲用水Jは  慶林

寺のIII雲千0尚が托鉢をし

て白力で300問1540mlの

隧道を穿 って倉Jつたもの

で 後尊徳の指導で改修

されたとの説もあ りま

●.続 いて慶林寺が建 っていた場所を遠くに見な

がら 尊徳の指導で作られたという郷倉の跡1現消

防小屋,前でバスに戻りました

大口 1文命堤J

蒲主人久保忠世は 大川をここで堰止め 現在

の酒匂川の流路に変えまt′たが 宝永4年117071富

士山の噴人で川床が 「昇し 大洪水で増も切れて

しまいました.亨 保11年11?261口中丘隅によ ,て復

曰され 黄河を始めた 「高Jの 古事にちなんで

「文命埋 Jと

命名されたの

だそうです.

堤Jの 福沢

神社にはその

記念碑がせて

ら れ て い ま

す

竹松

“

卜芝原)の報徳堀

この辺りは
'9□

が多く lR構も燿少だ ,たので

名主河里,幸内が天保11年●徳に恕願 その指導に

よ って近郷から多数の応援が出て わずか4日問で

ll、234P31423fnl 横堀112間1202ml どちらも幅2

問.36ml 深さ1問11 3mlの相1水路が完成 二毛作

が出来るlI地となりまtンた 現在 明治44年9月に

竹ll.青年会に

より横堀の基

点近くに石の

碑が立てられ

ていますが

雨足が漁しく

な ったので

車窓から場所

だけの確認に止めて小田原へ向かいました.南 足

柄市塚原で中州街道に出 音尊徳が栢山と小田原

の往返には必ず通 ,たであろう多古 丼細田 寺

町を通って 予定より大部早く小日原駅西0に il

着t  ́ 解散しました.
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薇 央
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臨

国内には築250年の母屋と季

でt′,とllと|ンた

'囲

気で 市民に親|ンまれた両

メ1卜のお人柄が偲はれまtンた

曰野屋本店跡

II父官`1唸公園を出て藤醸へ|¬かう県●394号の

途中に ,杓 日野屋跡があります 天保8年3月尊

徳はここを前11=地 と| て́ 郷内の救急対策に介

tt′まt′た 当3うの主人四代目山中Fも 衛門は

当地の報徳仕広■人の荒1人 と|′て尽力|′ま(ンた

主人の気J寺は奉
`ヽ

人 =+,よく,■01  ́ 同1},の■譲

件数 金額とt,抜君γでt′ん

藤曲浅間神神の尊徳基碑

入l18年 尊・bは名主鈴木平四郎宋をllt点と|ンで

お手元金のllL分や救掟米代金の0付 けを行いまtン

た 又 同家は村民が尊

補の教えを受ける集会所

にもなりまtンた

平四郎以下村民は恩恵

に感証 ′ 総出で縄絢や

山稼ぎなとに励み 集め

た金を報徳金とtンて差し

出しました

尊徳の没 [ンた翌安政4

節のイ|が多く0夫さ 折からの雨 ミ

年10月 平四郎等村民は慶林寺境内に喜碑を建立

「38の円の中に 「誠明院功誉報徳中正居士Jと 刻

tンであります 大正10年に八幡神社境内に移され



報徳博物館だより
新着資IIIの紹介 山川永雅画 「二宮全次郎J

留学研究員生の紹介

梁 暁韮さん14月1曰から半年間の雪学研15予

定Iのメッセージで,.

「4月1日に来日した中国上海華東理工大学修士

課Pの 梁 暁チです.「二宮尊徳のP_政思想Jを 研
馬を曳く少年の図柄

は養老ノ滝や塩原太助

などでも見かけます

が この少年は読書を

し′ています.ま されも

なく 「金次郎少年Jを

捕いています

やわらかく 温t,リ

の感じらオる絵です

が 掃かねている白馬

は 農耕5と |で は

あまりに■,立派r)●る

と,こt)■す

口,のIЧ●は薪では,

(こ|ユ 多ヽ
`ト

イIで|′|

う この足n‖〕方で1ま

rlPを 自 (の1「|;を■
(用い+|′たが 久彎r

J ケli芝4,とm14サ|

神ちiの|'腹力りによ (

刈 りに行 ,た ようで

, マ  |=末 で, をヽ

ll,て t たヽ_かどうかは

不 日ですが 骨徳が桜

町へ,る 時にlt分1′た

穴01●中11の中に飼い●14はありませム́ IIP′れ

`まで,1彎デ1′ていますから あれば当然書いただろ

うと思います

作者の山川永雅 18?8～194?1ま 東京生まれ 佐

|り永湖 小W'西高に師事 明治40年第l LDl文展で人

選1/来 支履 帝展で人選を重ね 後に帝展=員

まで務めまt′た 戦後 昭和21年の第1回日展に

「春の岩国Jを 出品tンまtンたが 翌年69歳で没t′ま

した.

職員が関係した講演会

7月15∩土‐ 加藤けんいち後据会主催

草tL館長 「報徳の教えと小日原J

6月4∩1日1 湘南馬城クラフ主催

飯森学芸目 「二宮尊徳と相馬J

5月9曰十人| さがみ信金大丼信和会主催

16ol人| さがみl_金いずみ信和会主宰

斎藤館長代理 「二宮尊徳に学ふ経営の精神J

本の文イヒもよりよ
`理

解いた1で I・り六す そ|´

て ■lTからいろいるお世.I,「1,り+t′て 本当

にありがと,ご さいます これから 十た3ヶ月い

|,いるいろ体い|′ていヽたいて

' 

ごlL■のオ∵官

|′

`お
絆|いいた|′|す J

′さんには +,1 6月 28日の 「中国を,0ろう会J

で 「中国南北の特色Jを `‖|| て́t,らいま|′た

国際二宮尊徳思想学会第二回学術大会

'.1記
1,■演 山抽

“

″

“

fヽ陥 機における

“

1,斎倫Щ
j11● 徳の場合 ||,決 てヽり 岩々と471計 riんで

, りヽ+す

珈∩ 8月 6∩‐出
'卜

| 1ヽ0日1帰国|

会場 人,Rlix学院

`加

 η在中込受付数101名 中国側のIl,行人数

は十′う十分クリヤー1′ててヽます

友の会の現況報告 3月 31日現在|

維持会員 -010万 円ll l l

法人会員 31件

この会費は賞助会費とt て́全額を報徳博物館に

寄付しております
一般会曇1会費3000円以上|

沐人会曇66件 個人会員207件

財団法人報徳運社の役員会でも 「みム′なで増員

をめざして努力t′ましょうJと 意見が出ました.

究するために 報徳

博物館の研究目生と

して滞在いた[ンでお

ります あ )という

間に日本での留学は

十分の時間が過きま

| た́ この3ヶ月隋

歌舞イ|を 見たり 各

地を見嶼 た́り 日

本料I甲を習 ,た り

'm思

想は勿論 日

発行 財団法人報徳福選社

報徳博物館友の会
〒2∞―lX113 小日原市南町 1-5-72

電話0465(23)1151 振rlX1250-6-24450


